委員会設置提案書
　
	委員会の名称
	環境制御におけるAI技術の活用に関する研究調査委員会

	事業部門
	照明に関する研究・調査・助成事業

	関連常置委員会名
	視覚・色・光環境分科会

	設置の趣旨
	 現在，IoTを介して，様々な分野の制御でAI技術が活用されている．AI技術は，人的なコストを下げ，省エネやZEB（Zero Energy Building）化の推進などに寄与できると考えられ，今後のさらなる活用が期待されている．画像認識・音声認識による人物同定・会話応答など機械学習・深層学習におけるサービスが普及し始めており，同学習を備えたAI技術は，精度の高い予測など環境制御への活用の可能性が考えられる．一方，使う側の人間や生態系への影響については，あまり議論されていない．今後，光環境のみならず環境制御において，AI技術が活用可能な場面はどこか，どんなことに活用可能か検討することは重要な課題である．そのため本委員会では，現状の事例と関連技術の調査を通じて，AI技術の環境制御における活用の可能性を検討し，生態系への影響等踏まえ，活用方法について知見を得る．また，その技術課題を明確化すると共に，AI技術を活用した環境制御の設計について議論する．

	予測される成果
	 AI技術の環境制御における活用方法の知見とそれを踏まえた技術課題に関するデータの提供が期待される．

	成果のフォローアップ（会員への還元）
	 委員会終了後に報告書を作成し，発行する．また，公開研究会を開催し，委員会活動により得られた成果を報告する．

	委員会の構成

（氏名 ： 所属）
	委員長　櫻井将人（静岡理工科大）
幹  事：石川智治（宇都宮大），小松琢充（三菱電機）
委　員：本間睦朗（立命館大），他5名程度

	設置期間 
	2019年4月 　～ 　2021年3月

	委員会開回数／年
	4回/年　程度

	活動計画
	1. 国内外の関連研究の調査（論文・学会発表）

2. 委員間の情報交換（研究成果の報告・議論）

3. 委員による共同実験の企画

	経費

委員等の旅費の支給対象の有無
	□有（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　支給対象者名

　支給予算額

(無

	備考
	


	理事会の承認
	承認　　　　年　　　　月　　　　日


